
 

 

企業版ふるさと納税制度を活用した寄附の募集について 

 

１ 企業版ふるさと納税とは 

  企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、国の認定を受けた地域再生計画に位置付けられる地方

公共団体の地方創生の取組に対し、企業が寄附を行った場合に、寄附額の最大９割の法人関係税が軽減

される制度です。 

※ 寄附にあたっての主な要件 

 ・１回当たり10万円以上の寄附が対象 

 ・本社が所在する地方公共団体への寄附は本制度の対象外 

 

２ 令和５年度実績 

⑴ 寄附額 

53,930,790円（16者、18件） 

（うち現金5,400,000円、物納48,530,790円） 

 

⑵ 活用事業 

７事業（詳細は別紙のとおり） 

※ 寄附企業によっては寄附額を非公表とする要望もあるため、事業ごとの寄附額等は非公表とし

ます。 

 

３ 令和６年度募集事業 

  令和６年度は、次の事業について寄附を募集していますので、当市の地方創生の取組にご賛同いただ

ける企業様からのご支援をお待ちしております。 

   

 主な寄附募集事業 

⑴ 大船渡アスリート応援団事業 

当市にゆかりのあるアスリートへの応援を通じて、賑わいの創出、活気あるまちづくりを推進しま

す。今年度は、佐々木朗希選手が所属する千葉ロッテマリーンズ主催「大船渡市冠協賛試合」の開催

や、パリ・パラリンピックのトライアスロン競技で競技パートナーとして出場する寺澤光介選手の応

援活動などにより、スポーツの推進や交流人口の拡大を図ります。 

 

⑵ おおふなと版窓口DX（行かない窓口）事業 

「行かない窓口」を実現するため、LINE と市 HP との連携によって、情報アクセシビリティの向上

や発信力の強化を図り、市民と行政がお互いに支え合うデジタルサービス基盤を構築します。また、

オンライン申請機能を持つ新たな公共施設予約システムを整備し、市HPに登載することで、「行かな

い窓口」機能の強化と更なる利便性向上の取組を促進します。 
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⑶ 大船渡市こども家庭センター運営事業 

子ども子育てに関する行政機能（各種手続き・相談）と交流機能（子どもの遊び場・子育て世帯の

交流）を備えた総合拠点「DACCO（だっこ）」を市内商業施設である「サン・リア」に整備しました。

今後は、「DACCO」の円滑な運営や交流広場にある室内遊具の整備などにより、更なる子育て環境の充

実を図ります。 

 

その他の寄附募集事業 

⑷ スポーツ・アクティビティ体験型交流創出・展開事業 

⑸ 地場産業高度化・人材育成事業 

⑹ 起業支援事業（６次産業化支援事業） 

⑺ 大船渡市奨学金返還支援補助金事業 

⑻ 大船渡市雇用奨励金支援事業 

⑼ 公共交通確保事業 

⑽ 水産・食産業の競争力強化事業 

⑾ 移住・定住促進事業 



大船渡市企画政策部企画調整課
TEL ／ 0192-27-3111（内線230）
E-mail ／ofu_kikaku@city.ofunato.iwate.jp

令和５年度
寄附額

約5,400万円

01 大船渡アスリート応援団事業

02 奨学金返還支援補助金事業

03 水産・食産業の競争力強化事業

04 さかなグルメのまち地域振興事業

05 起業支援事業（６次産業化支援事業）

06 子育て支援・交流拠点プロジェクト

07 おきらい放課後児童クラブ専用施設整備事業

事業の詳細は裏面へ ➡

多くのご寄附をいただき、ありがとうございました。
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大船渡アスリート応援団事業

スポーツの推進や交流人口の拡大を図るため、当市にゆか
りのあるアスリートの応援やスポーツイベントを実施しま
した。

▼佐々木遥香選手が所属するデン
ソーテンレッドフェニックスバ
レーボール教室を開催

▲佐々木朗希選手が所属する千葉ロッテマ
リーンズ主催の、当市冠協賛試合「三陸・
大船渡パーフェクトナイター」を開催

水産・食産業の競争力強化事業

漁業者や水産加工事業者等の経営安定化競争力強化を図る
ため、新規養殖実証試験、加工原魚の魚種転換、DXによ
る生産・管理の効率化、女性の職場環境の改善に対して支
援しました。

子育て支援・交流拠点プロジェクト

子ども子育て環境の更なる充実を図るため、行政機能・交
流機能を持つ子ども子育て拠点施設「大船渡市こども家庭
センター（愛称：ＤＡＣＣＯ（だっこ））」の整備を行い
ました。

▲市内中心部の商業施設内に令和６年７月14日に開設

起業支援事業
(６次産業化支援事業)

地域産業の活性化を図るため、
中小企業者等が地域の農林水
産物を活用した
加工品等の開発
や、加工・販売
するための施
設整備に対し、
経費の一部を
補助しました。

▲施設愛称は公募し、ロゴデザ
インは大船渡高校美術部が制作

奨学金返還支援
補助金事業

本市の産業を担う人材の確
保・定着を促進するため、
市内の事業所に常用雇用者
として雇用された方で、奨
学金を返還している方に対
し、返還額の一部を補助し
ました。
令和５年度補助実績 ９件

「さかなグルメのまち大船渡実
行委員会」が実施する「大船渡
さかなグルメフェア」「さんま
大漁旗コンテスト」などの普及
イベントに対し、事業費の一部
を負担しました。
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これまで小学校から１km以上離
れた施設を借りて運営してきた
おきらい放課後児童クラブにつ
いて、小学校に隣接する専用施
設を整備しました。

▲さんりく星苺の
コンフィチュール


